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社友の傑作は明星に於て世の公評に問ふ。























    一かゝる我儘者の集りて、我儘を通さんとする結合を新詩社と
　　　
名づけぬ。





とを明言しており、新詩社の新派としての確固たる立場が示されていると言える。そのような性格を持つ『明星』と直文の関係について、以降具体的に見ていくこととする。      二
　
まず『明星』第一号では、二頁目に「鶴唳」と題した直文の和歌










と、直文の歌集出版を求める一文を記している。さらに、直文 和歌が掲載されている雑誌を次のように宣伝している。    ●国文学（第十六号）定価三銭
























その記事は、明治三十三年三月二十八日付『毎日新聞』に掲載された「落合直文氏の短歌談」である。    頃日、社員、落合直文氏を訪ふて 氏の文学論を聴けり。今ま
　　
短歌に関する氏の意見を記さん。

























進歩はなく、中立的立場の維持に終始してい 新派を標榜し、『明星』の成功とさらなる拡充を意図 る鉄幹が、いつまでも旧派から脱却しない直文に物足りなさや不満を持っていた とは想像される。　
前掲の通り、『明星』第六号の「新詩社清規」で、社友の間には




























指導的立場を担うことを宣言している。こ 記事は他の記事の文章に比べて大きな文字で書かれていることから、読者への重要な伝達事項として扱われている。読者の目を引く配慮がなさ 、それによって読者への周知の意図があったことがうかがえる。このように新詩社としての新たな方針を打ち出 わけだが なぜ折衷の立場に立ち、鉄幹と意見を異にする直文を取り立て 必要 あったのだろうか。新派を公言する『明星』にとって、直文 重用は不利になるのではないかと疑問を抱かざるを得ないのである。　
ところが、以降の『明星』を精査すると、直文を公然と批判 る



















































詩で飯が食へる世の中なら、僕は詩を売ろう。徹夜しても百篇や二百篇の駄作を公にしやう。僕はさう云ふ幸福な時代には生れなかつた。日本人は経済思想に乏しいと云つても大抵分り相なものである。一冊六銭の「明星」が鉄幹をドレ丈け肥すで有らうか。参号を標準にして云ふが、紙代ばかりでも一冊に参銭ちかくかゝる。各寄稿家への薄謝、挿画の彫刻料、活版組代、印刷代、広告料、これらのものを合せて割出せ 、今の所の実費が十銭内外に成つてゐる。実費十銭の物を六銭で読者に渡す。売捌人へは非常の割引 渡す である。〈中略〉固より僕は貧しい身分だ。「明星」出版以来は人力にも乗られぬ身分だ。夏着の一枚も新調の出来ぬ身分だ そ なかに一切の収入と社友の寄附金とを挙げて に供し、まだ足らないので心ならぬ作物を□
（５）
売り、多くも有らぬ衣服調度の類も売り、酒



















































































































































































































































































には、金銭的援助の貢献があると考えられ 換言すれば、『明星』の一番の援助者である直文を重用することに経済的メリットがあったということである。このよ に直文が『明星』の運営を支えるために肩入れしていった結果が、明治三十六年六月の『筆の花』一九〇掲載「歌談 一」（落合秀男編『落合 著作集Ⅰ一九九一年、明治書院）で 「私なども新派中の一人でありま





















○恩師落合先生が久しく病床の人で有つた為め、昨年は之と云ふ作が公に成つて居らぬ。本年は大に我等後進を誘掖せら ると云ふので、旧臘の八百松の忘年会には猪 吉、躬治 柴舟、薫園、桂のや、清春、僕等 諸人を会せしめられた。















     
と記されており、直文の死の影響の大きさを物語っている。「新詩社同人」による「嗚呼萩の家先生」では










心的役割を担ってきたと言える。師弟関係にありながら、折衷に立つ直文と新派の鉄幹とでは、短歌革新に対する立場や考えに相違があったにもかかわらず、直文が『明星』の顧問に就任し 背景には、多大な経済的援助があったことが考えられる。直文 援助がなければ、雑誌運営はより難しい状況に追い込まれていたはずだからである。このよう 直文も『明星』へ肩入れしていくこと よって、自らを「新派」と称するようになっていく。併せて、『明星』では直文を批判する記事が見られなくなる一方で、直文を中心 した会合や直文の病状 報告などをしており、枢要な地位を占めた直文への配慮 うかがわせる。　
直文の折衷論を、鉄幹が否定的に評していたことばかりが指摘さ
れがちではあるが、直文からの恩恵の上に『明星』や新詩社が成り立っていたことをもっと考慮した上で、鉄幹や新詩社、『明星』の「新派」と うもの 考えていく必要があるだろう。鉄幹は『明
星』辰歳二号「嗚呼落合先生」で、    新派和歌と云ふ者が今日の如く一般に認められるのは、全く先
　　
生の首導が基礎であります。




































































        ①「金五円
　
吉田桂舟・小林天眠（大坂）」（第十一号）
        ②「一金三円
　
小林天眠（大坂）」（第十四号）
        ③「一金五円
　
小林某君（大坂）」（第十七号）
      　
ただし、①の内訳が不明であり、③に関してはおそらく小
　　　
林天眠であると考えられる 名前が明記されていないこと
　　　
から確証に欠ける。以上の理由から、小林天眠の名前は記載
　　　
していない。
（９）
　
活字の破損で判読不能。
（
10）
　
引用中の「槍」という字は「鎗」か。「吉小神鎗」のこと
　　　
を指すと思われる。
（36）
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